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を起しているに相異ないo上の事実と考え合わせてみて,SrTi03の相転移で期待さ

れているcrossoverがみつかったと考えるのが自然であろう0
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磁性体における相転移点近傍にあらわれる諸種の物理量の異常を統一的に理解するた

めの,理論および実験研究が近年発展してきた｡

われわれは,次元,対称性,ポテンシャルレインジと臨界現象との相互関連を調べる

目的で,数種の典型的2次元磁性体 (K2CoF｡,Rb2CoF4,K2NiF｡,K2MnF4)を

用いて磁気臨界比熱の精密測定を行った｡結果の詳細は既にいくつか発表してあるので

御参照いただきたい｡1)この研究の背景に勘 (1)最近になって2次元磁性体として理

想的な物質が開発されたこと｡(2)2次元磁性体では,対称性 (Ising,XY,Heisenberg)

のちがいによって相転移の様相が大きく異なること｡(3) 2次元Isingモデルの厳密解

が存在すること20)(4)近年,AC法による高感度比熱測定法が確立されたこと｡ など

があげられる｡第 1表に,測定に用いた物賓の主な特性をいくつかあげている｡

K2CoF4,Rb2CoF4はイジング型異方性の大きな2次元反強磁性体の典型としてと

りあげた｡ノ､ミル トニアンを

x--.fJ†J::S言S;+Jl(SiXsjX'srsjy)t
と書いたとき,Jl/I/V-0･3程度の異方的交換相互作用をもっO詳細な解析の結果,
磁気臨界比熱はOnsagerによって解かれた対称的 log発散を示す最初の例であることが

確認されたoJ1-0･3J/r程度のxy型交換相互作用があるにも拘らず,臨界比熱が2
次元 Ising モデルの厳密解に一致することは,鈴木 ･田中による厳密解からの展開法

による計算 3)とも一致してお り, ｢普遍性｣を実験的に支持するものである｡第 1図
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図に,Rb2eOF｡ の実測例 (○印)と計算値 (実線,対称的log発散 )を示 した｡

第 1 表

2-D ANTIFERROMAGNETS

MATERIALS LATTICE (⊃
CONSTANTS(Al

ao co

TN(K) SPINEASY J′/J グ%2fiAm E
AXIS

K2MnF4 4･22 13･38

K2NiF4 41006 13･026

K2CoF4 4･07 13.08

Rb2Co㌔ 4･13 13･67

42.3 C

97.1 C

107.85 C

102.49 C

≦10~4 2×10~2

≦10~4 5×10~3

≦10~4 0 (1 )

≦10-4 0 ( 1)
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第 1 図
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一方,ノ､イゼンベルグ性の強い-軸性異方性をもつK2NiF4,K2MnF4 の臨界現

象にはいくつかの問題点があった｡ それは,臨界点近傍の異常比熱が非異常部分に

比 して,わずか17To程度の大きさでしかないため,くわ しい解析ができなかったこ

と｡ 第 1表にあげた特性からわかるように,2次元 Ising性のあらわれる臨界領域と,

3次元性のあらわれる臨界領域-のCrOSSOVer効果を考慮 しなければ実験結果の整理が

できないという可能性を含んでいること｡また,数年前行なわれたBNもグループ4)と

ゎれわれのグループ5)での中性子準弾性散乱の実験結果 (T,y,7の値 )が既存のモデ

/レで説明できないこと｡ (これに関しては,最近 BNI｣で再測定がなされ,新 しい知見

が得られている6)) これらの諸点を解決するため,再びK2NiF4,K2MnF4を用いて
磁気比熱の臨界異常を高精度で測定し,α,α′を求めるための解析 を現在進行 させて

いる7.)今のところ, 10-4く ielく10-1 の温度範囲で対称的 log発散を示す可能性が
十分にあるが,追って明らかにできると考えている｡
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